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は
「
地
元
の
管
事
業
協
会
の

提
案
を
受
け
、
今
回
『
ウ
ル

ト
ラ
パ
ッ
チ
』
を
貼
り
付
け

た
橋
梁
添
架
管
の
塗
装
と
し

て
、
阿
南
電
機
の
高
機
能
長

耐
久
性
防
食
防
水
テ
ー
プ

『
ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー

プ
』を
採
用
し
ま
し
た
。『
ウ

ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー
プ
』

も
管
路
の
予
防
保
全
や
延
命

化
な
ど
に
貢
献
で
き
る
良
い

製
品
で
す
。
管
路
塗
装
の
代

替
の
１
つ
と
し
て
、
防
食
が

必
要
な
管
路
に
つ
い
て
は
、

地
元
修
繕
業
者
で
も
対
応
で

き
る
同
製
品
の
採
用
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と

語
る
。

　
「
ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス

テ
ー
プ
」
は
、
常
温
固
体
の

マ
イ
ク
ロ
ク
リ
ス
タ
リ
ン

ワ
ッ
ク
ス
（
石
油
ワ
ッ
ク

ス
）
が
主
成
分
で
、
テ
ー
プ

を
巻
く
だ
け
で
２
㍉
厚
の
防

食
層
を
形
成
し
、
厳
し
い
腐

食
環
境
下
で
も
長
期
間
の
防

食
効
果
を
持
続
す
る
（
期
待

耐
用
年
数
は
40
年
）。
素
地

調
整
は
手
工
具
で
の
浮
き
錆

落
と
し
（
３
～
４
種
ケ
レ
ン

程
度
）
で
十
分
な
防
食
効
果

が
得
ら
れ
る
た
め
、
管
路
を

電
動
工
具
で
削
り
込
む
必
要

が
な
い
こ
と
が
大
き
な
特
長

と
な
っ
て
い
る
。

  

今
後
の
管
路
整
備
の
方
向

性
な
ど
に
つ
い
て
、
森
兼
副

参
事
は
「
老
朽
水
道
管
を
は

じ
め
、
災
害
拠
点
病
院
や
避

難
所
、
防
災
拠
点
な
ど
の
重

要
施
設
へ
給
水
し
て
い
る
管

路
に
、
優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
、
耐
震
管
へ
の
更
新
を

重
点
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

た
だ
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で

の
更
新
に
は
期
間
を
要
す
る

た
め
、
状
況
に
応
じ
た
延
命

措
置
を
施
し
な
が
ら
、
長
寿

命
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

も
、『
ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス

テ
ー
プ
』
は
、
維
持
管
理
の

一
助
と
な
る
製
品
と
確
認
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
な

る
施
工
性
や
施
工
体
制
の
向

上
と
と
も
に
、
需
要
の
増
加

に
つ
な
が
る
よ
う
、
施
工
価

格
面
で
の
配
慮
も
お
願
い
し

た
い
で
す
ね
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

　

倉
敷
市
は
岡
山
県
中
南
部

に
位
置
す
る
中
核
市
で
、
水

道
事
業
は
旧
玉
島
町
（
現
在

の
玉
島
給
水
区
）に
お
い
て
、

１
９
１
６
年
７
月
か
ら
通
水

を
開
始
し
た
の
を
始
ま
り
と

し
て
い
る
。
給
水
区
域
は
６

区
域
で
、
２
０
２
３
年
度
末

で
給
水
人
口
47
万
４
０
５
８

人
、
１
日
最
大
給
水
量
17
万

３
５
７
２
立
方
㍍
、
普
及
率

99
・
９
％
、
有
収
率
92
・
８

９
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

施
設
は
取
水
場
４
カ
所
、

浄
水
場
４
カ
所
、
配
水
池
・

調
整
池
87
カ
所
、
受
水
槽
58

池
、
管
路
総
延
長
約
３
３
５

４
・
６
㌔
な
ど
を
有
し
、
水

源
は
河
川
水

（
表
流
水
・
伏

流
水
）
と
地
下

水
。現
在
は「
く

ら
し
き
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
―
２
０

１
９
―
」
に
基
づ
き
、
計
画

期
間
の
10
年
間
（
２
０
１
９

～
28
年
度
）
で
、「
倉
敷
の

水
道
が
こ
の
ま
ち
の
未
来
を

創
る
」
と
の
将
来
像
を
掲

げ
、
４
つ
の
取
り
組
み
姿
勢

と
11
の
基
本
施
策
に
よ
る
具

体
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

　
「
本
市
は
江
戸
期
に
大
規

模
な
干
拓
が
行
わ
れ
、
農
業

用
水
路
が
市
中
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

市
内
に
は
大
小
約
４
３
０
カ

所
の
水
道
施
設
台
帳
で
管
理

す
る
橋
梁
添
架
管
・
水
管
橋

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
３
年
３
月

改
訂
の
『
水
道
施
設
の
点
検

を
含
む
維
持
・
修
繕
の
実
施

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

や
２
０
２
４
年
度
か
ら
の
点

検
義
務
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

約
50
カ
所
あ
る
口
径
４
０
０

㍉
以
上
の
重
要
な
管
路
な
ど

に
設
置
さ
れ
た
橋
梁
添
架

管
・
水
管
橋
は
委
託
で
２
年

に
１
回
、
そ
の
他
の
口
径
75

㍉
以
上
で
延
長
５
㍍
以
上
の

橋
梁
添
架
管
・
水
管
橋
約
３

８
０
カ
所
は
５
年
で
一
巡
す

る
よ
う
地
区
を
分
割
し
、
職

員
に
よ
る
目
視
点
検
を
行
う

と
と
も
に
、
他
占
用
者
と
共

同
で
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
点
検

を
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
説

明
す
る
の
は
、
田
中
誠
司
・

倉
敷
市
水
道
局
水
道
管
理
課

漏
水
対
策
係
長
。

　

今
回
漏
水
が
確
認
さ
れ
た

施
設
は
、
市
街
地
に
あ
る
１

９
７
０
年
に
布
設
さ
れ
た
配

水
管
の
橋
梁
添
架
管
（
φ
４

０
０
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管
、
延

長
約
９
㍍
）
で
、
経
年
劣
化

に
よ
る
φ
75
単
口
急
速
空
気

弁
の
溶
接
部
や
管
体
電
縫
部

か
ら
の
漏
水
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
た
。

　
「
当
該
橋
梁
添
架
管
は
２

０
１
６
年
と
２
０
２
１
年
の

定
期
点
検
で

は
、
塗
装
が
や

や
汚
れ
て
い
る

も
の
の
、
管
体

は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

２
０
２
３
年
の
調
査
で
は
管

体
電
縫
部
か
ら
の
漏
水
が
確

認
さ
れ
、
一
部
を
補
修
金
具

で
修
繕
し
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
の
後
も
空
気
弁
溶
接
部
付

近
や
管
体
電
縫
部
で
サ
ビ
が

発
生
し
、
漏
水
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
劣

化
部
が
縦
断
的
に
発
生
し
て

い
る
こ
と
や
、
溶
接
部
の
一

部
に
折
れ
曲
が
り
が
あ
る
こ

と
で
、
従
来
の
補
修
金
具
で

は
対
処
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
断
水

を
伴
う
修
繕
は
、
一
般
家
庭

を
含
む
約
１
０
０
０
戸
を
超

え
る
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、

不
断
水
で
の
修
繕
方
法
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

際
、
阿
南
電
機
の
紫
外
線
硬

化
型
Ｆ
Ｒ
Ｐ
シ
ー
ト
『
ウ
ル

ト
ラ
パ
ッ
チ
』
に
つ
い
て
、

水
道
展
や
製
品
営
業
に
よ
る

同
社
の
担
当
者
か
ら
の
説

明
、
近
隣
事
業
体
で
の
採
用

実
績
に
注
目
し
、
問
い
合
わ

せ
や
詳
細
な
説
明
を
受
け
た

結
果
、
採
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」（
田
中
係
長
）

　
「
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
」は
、

専
門
技
術
者
が
劣
化
部
に
Ｆ

Ｒ
Ｐ
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
、

紫
外
線
照
射
で
硬
化
す
る
こ

と
で
補
修
で
き
、
水
道
や
下

水
道
な
ど
多
様
な
施
設
で
約

７
３
０
件
の
採
用
実
績
が
あ

る
。
ま
た
、
水
道
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
の
「
水
道
に
お
け

る
新
技
術
事
例
集
（
Ａ
ｑ
ｕ

ａ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
。

  

田
中
係
長
は
「
当
該
橋
梁

添
架
管
の
補
修
工
事
は
今
年

１
月
後
半
か
ら
２
月
前
半
で

実
施
し
、
地
元
の
管
事
業
協

会
が
現
場
の
足
場
を
組
み
立

て
た
後
、
阿
南
電
機
が
橋
梁

添
架
管
の
ケ
レ
ン
作
業
を
行

う
中
で
発
生
し
た
漏
水
に
対

処
し
な
が
ら
、『
ウ
ル
ト
ラ

パ
ッ
チ
』
の
貼
り
付
け
・
硬

化
な
ど
を
行
い
、
断
水
せ
ず

に
劣
化
し
て
い
た
溶
接
部
・

電
縫
部
の
補
強
を
約
２
週
間

の
工
程
で
完
了
し
ま
し
た
。

現
在
の
経
過
状
況
に
お
い
て

も
漏
水
は
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
期
待
通
り
延
命
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
る
。

  

森
兼
久
典
・
倉
敷
市
水
道

局
副
参
事
兼
水
道
管
理
課
長

「ウルトラパッチ」による劣化部の補強の様子

重防食・延命化が期待できる「ウルトラワッ
クステープ」で施工した水管橋

森兼副参事 田中係長

  

岡
山
県
倉
敷
市
で
は
「
水
道
施
設
の
点
検
を
含
む
維
持
・
修
繕
の
実
施
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
２
０
２
３
年
３
月
改
訂
）
に
基
づ
き
、
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、阿
南
電
機
の
紫
外
線
硬
化
型
Ｆ
Ｒ
Ｐ
シ
ー
ト（
製

品
名
：「
ウ
ル
ト
ラ
パ
ッ
チ
」）
を
用
い
て
、
水
管
橋
の
空
気
弁
や
管
体
の
劣
化
部
を
補

強
す
る
と
と
も
に
、
同
社
の
高
機
能
長
耐
久
性
防
食
防
水
テ
ー
プ
（
製
品
名
：「
ウ
ル

ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー
プ
」）
を
、
管
路
塗
装
の
代
替
品
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
採
用

に
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
同
市
水
道
局
の
担
当
者
に
製
品
採
用

の
現
状
や
効
果
、管
路
整
備
の
方
向
性
な
ど
を
伺
っ
た
。　
（
大
阪
新
聞
部
・
石
上
和
弘
）

施
工
性
や
施
工
体
制

の
さ
ら
な
る
向
上
を

水
管
橋
の
劣
化
部
を
補
強

テ
ー
プ
を
管
路
塗
装
の
代
替
に

倉
敷
市
水
道
局
に
お
け
る
「
ウ
ル
ト
ラ

倉
敷
市
水
道
局
に
お
け
る
「
ウ
ル
ト
ラ

パ
ッ
チ
」
と
「
ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー

パ
ッ
チ
」
と
「
ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー

プ
」
の
採
用
効
果
と
管
路
整
備
の
方
向
性

プ
」
の
採
用
効
果
と
管
路
整
備
の
方
向
性

ルポ


